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第
四
回
長
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学
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開
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座

第
一
部
発
表
要
旨

長
崎
の
新
聞

�

野
田
　
和
弘

は
じ
め
に

　

明
治
に
な
る
と
日
本
で
も

近
代
的
な
新
聞
が
多
く
発
刊

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

れ
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、

本
木
昌
造
が
こ
の
長
崎
で
、

日
本
文
字
の
金
属
活
字
の
開

発
に
成
功
し
た
か
ら
で
も
あ

る
。
そ
の
こ
と
も
あ
り
長
崎

で
は
新
聞
が
早
い
時
期
か
ら
、

多
数
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
稿

で
は
長
崎
で
の
初
期
の
新
聞

に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

一
、
本
木
昌
造
の
新
聞
発
行

　

明
治
元
年（
一
八
六
八
）本

木
昌
造
は『
崎
陽
雑
報
』を
発

行
し
た
。
こ
れ
は
長
崎
で
刊

行
さ
れ
た
最
初
の
日
本
語
新

聞
で
、
日
本
国
内
で
も
早
い

時
期
に
発
行
さ
れ
た
新
聞
で

あ
っ
た
。
し
か
し
刊
行
は
不

定
期
で
、
体
裁
は
二
つ
折
り

に
し
た
和
紙
を
一
〇
枚
ほ
ど

綴
っ
た
冊
子
型
で
、
現
在
の

新
聞
と
い
う
形
か
ら
は
大
き

く
か
け
離
れ
て
い
た
。
同
紙

は
明
治
二
年
ま
で
の
刊
行
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

明
治
六
年（
一
八
七
三
）昌 

造
は
西
道
仙
や
松
田
源
五
郎

ら
と
共
に『
長
崎
新
聞
』を
発

行
し
た
。
体
裁
こ
そ
ま
だ
和

紙
二
つ
折
り
の
冊
子
型
で
あ 

っ
た
が
、
金
属
活
字
を
使
い

週
刊
で
八
ペ
ー
ジ
で
あ
っ
た
。

内
容
は
市
中
の
出
来
事
や
広

告
の
他
に
、
ロ
ン
ド
ン
の
大

火
災
な
ど
の
海
外
情
報
や
干

し
鮑
、
干
し
海
鼠
な
ど
の
上

海
取
引
相
場
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
同
年
末
に
廃
刊
と
な
っ

た
。復

刊
さ
れ
た
『
長
崎
新
聞
』

（
明
治
八
年
三
月
五
日
の
記
事
）

　

明
治
八
年（
一
八
七
五
）西

道
仙
は
、
市
内
で
教
科
書
を

販
売
し
て
い
た
本
山
実
と
共

に『
長
崎
新
聞
』を
復
刊
さ
せ

た
。
隔
日
刊
で
、
四
六
判
の

西
洋
紙
を
使
っ
た
八
ペ
ー
ジ

の
冊
子
型
で
あ
っ
た
。
内
容

は
政
府
の
官
報
、
県
か
ら
の

通
達
、
雑
報
、
広
告
、
投
書

な
ど
で
あ
っ
た
。

　

同
紙
は
翌
九
年
『
西
海
新

聞
』
と
改
題
し
た
が
、
同
年

道
仙
は
同
紙
を
離
れ
、
自
ら 

『
長
崎
自
由
新
聞
』を
創
刊
し 

た
。
か
ね
て
よ
り
西
郷
隆
盛

に
心
酔
し
て
い
た
道
仙
は
、

折
か
ら
勃
発
し
て
い
た
西
南

戦
争
の
記
事
を
盛
ん
に
掲
載

し
た
が
、
戦
争
の
終
結
と
と

も
に
廃
刊
と
し
た
。

『
西
海
新
聞
』（
明
治
一
二
年
一
月
一
〇
日
号
）

発
行
・
長
崎
以
文
会
社

　

そ
の
後『
西
海
新
聞
』は
明

治
一
五
年（
一
八
八
一
）『
鎮

西
日
報
』と
改
題
し
、
保
守

系
の
新
聞
と
し
て
明
治
末
ま

で
刊
行
を
続
け
た
。

二
、『
長
崎
新
報
』の
発
刊

　

明
治
二
二
年（
一
八
八
九
）

大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布
さ

れ
、
翌
年
に
第
一
回
衆
議
院

議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
る
こ
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と
と
な
り
、
長
崎
市
で
も
市

民
の
政
治
へ
の
関
心
は
高
ま 

っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
当

時
長
崎
で
発
刊
さ
れ
て
い
た

日
刊
紙
は
、保
守
系
の『
鎮
西

日
報
』
の
み
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
市
会
議
長
の

家
永
芳
彦
ら
が
中
心
と
な
り
、 

自
由
民
権
を
唱
え
野
党
的
な

立
場
か
ら
の
主
張
を
訴
え
る

新
聞
と
し
て
、同
年
九
月『
長

崎
新
報
』
が
創
刊
さ
れ
た
。

初
代
社
長
は
家
永
芳
彦
が
就

任
し
た
。
な
お
同
紙
が
現
在

の『
長
崎
新
聞
』の
起
源
と
な

る
。
家
永
芳
彦
は
現
佐
賀
市

に
生
ま
れ
、
長
崎
に
お
け
る

弁
護
士
第
一
号
と
な
っ
た
人

物
で
、
長
崎
の
政
界
で
活
躍

し
た
。　
　

　

そ
の
後『
長
崎
新
報
』は
、

保
守
系
の『
鎮
西
日
報
』と
紙

面
上
で
激
し
い
論
戦
を
繰
り

広
げ
た
。

　

明
治
四
三
年（
一
九
一
〇
） 

『
鎮
西
日
報
』は
廃
刊
と
な
っ

た
が
、
同
年『
長
崎
新
報
』も

皇
室
に
対
す
る
不
敬
の
内
容

が
あ
っ
た
た
め
、
廃
刊
に
追

い
込
ま
れ
た
。
し
か
し
翌
年

『
長
崎
日
日
新
聞
』と
改
題
し 

復
刊
を
果
た
し
た
。　

　

以
降
大
正
、昭
和
、戦
後
と

発
刊
を
続
け
、
昭
和
三
四
年

（
一
九
五
九
）に『
長
崎
民
友

新
聞
』と
合
併
し
、『
長
崎
新

聞
』と
改
題
し
て
現
在
に
至
る
。

三
、『
東
洋
日
の
出
新
聞
』の

発
刊

　

鈴
木
天
眼（
本
名
鈴
木
力
）

は
慶
応
三
年（
一
八
六
七
）福

島
二
本
松
藩
（
現
福
島
県
二

本
松
市
）
で
藩
士
の
子
と
し

て
生
ま
れ
た
。
一
三
歳
の
時

上
京
し
会
津
出
身
の
日
下
義

雄
の
書
生
と
な
る
。
文
才
が

あ
り
若
い
こ
ろ
か
ら
機
関
紙

や
新
聞
の
主
筆
を
務
め
て
い

た
。

鈴
木
天
眼

長崎歴史文化博物館収蔵

　

天
眼
は
明
治
二
一
年
（
一

八
八
八
）か
ら
二
年
間
、当
時

長
崎
県
知
事
に
就
任
し
て
い

た
日
下
義
雄
を
頼
っ
て
、
病

気
療
養
の
た
め
長
崎
に
滞
在

し
た
。
い
っ
た
ん
帰
京
し
た

が
自
ら
新
聞
を
発
行
す
る
た

め
に
再
度
長
崎
に
来
た
。

　

ま
ず
明
治
三
二
年
（
一
八

九
九
）
市
中
の
出
資
者
と
共

同
で『
九
州
日
之
出
新
聞
』を 

創
刊
し
た
が
、
二
年
後
同
紙 

を
去
り
明
治
三
五
年
（
一
九

〇
二
）単
独
で『
東
洋
日
の
出

新
聞
』
を
創
刊
し
た
。

　

天
眼
は
、
長
崎
か
ら
東
京
、

世
界
を
見
通
す
新
聞
と
い
う

編
集
方
針
を
掲
げ
、
積
極
的

に
中
央
の
記
事
を
掲
載
し
、

鋭
い
論
評
を
加
え
た
。
こ
れ

ら
の
内
容
に
読
者
は
新
鮮
な

印
象
を
持
ち
、
県
内
で
独
自

の
地
位
を
築
い
た
。
同
時
に

地
域
で
歓
迎
さ
れ
る
新
聞
も

目
指
し
、
地
域
に
根
付
い
た

紙
面
づ
く
り
に
も
努
め
た
。

　

ま
た
瓊
浦
游
泳
協
会
（
現

長
崎
游
泳
協
会
）
の
設
立
な

ど
青
少
年
向
け
の
新
聞
社
事

業
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

だ
。
同
紙
に
は
会
津
の
西
郷

四
郎
や
福
島
熊
次
郎
、
丹
羽

翰
山
ら
が
参
加
し
、
編
集
者
、

記
者
と
し
て
活
躍
し
た
。

　

同
紙
で
特
筆
さ
れ
る
事
は

辛
亥
革
命
の
報
道
で
あ
ろ
う
。

天
眼
は
早
く
か
ら
孫
文
ら
革

命
家
を
取
材
し
て
い
た
が
、

明
治
四
四
年（
一
九
一
一
）孫

文
が
指
導
す
る
辛
亥
革
命
が

勃
発
す
る
と
、
西
郷
を
中
国

に
派
遣
し
、
革
命
軍
の
主
張

や
行
動
を
積
極
的
に
紙
面
に

掲
載
し
て
読
者
に
伝
え
、
孫

文
ら
を
側
面
か
ら
支
え
た
。

　

天
眼
は
大
正
一
五
年
（
一

九
二
六
）
五
九
歳
で
病
没
し

た
。
天
眼
の
死
後
、
金
子
克

之
が
社
長
と
な
り
同
紙
の
発

行
を
続
け
た
が
、
昭
和
九
年

（
一
九
三
四
）つ
い
に
廃
刊
と

な
っ
た
。

参
考
文
献　

高
橋
信
雄『
東
洋
日
の

出
新
聞 

鈴
木
天
眼
』長
崎
新
聞
社　

二
〇
一
九
年

第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
一
部
発
表
要
旨

傘
鉾
の
成
り
立
ち

�

大
田
　
由
紀

は
じ
め
に

　

傘
鉾（
笠
鉾
）は
全
国
の
祭

礼
や
盆
行
事
に
み
ら
れ
る
が
、

長
崎
く
ん
ち
（
以
後
く
ん
ち

と
記
述
）
で
は
踊
町
の
町
印

と
し
て
発
展
し
た
。
当
初
は

シ
ン
プ
ル
な
出
し（
飾
り
）と

短
い
垂
れ
で
軽
々
と
担
ぎ
上

げ
て
い
た
が
、
江
戸
後
期
に

は
各
町
が
競
う
よ
う
に
趣
向

を
凝
ら
し
、
贅
を
尽
く
し
て

美
術
工
芸
品
と
し
て
の
価
値

を
高
め
た
。
つ
い
に
は
一
人

持
ち
の
傘
の
形
状
を
残
し
た

ま
ま
、
最
大
級
の
大
き
さ
と

重
さ
に
な
っ
た
。

初
期
の
長
崎
く
ん
ち
の
傘
鉾
※

　

く
ん
ち
は
毎
回
凝
っ
た
趣

向
で
人
々
を
驚
か
せ
た
り
唸

ら
せ
る
と
い
う
風
流
の
精
神

が
生
き
て
き
た
祭
り
で
あ
る
。

そ
れ
を
象
徴
し
て
い
る
の
が

傘
鉾
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
傘

鉾
持
ち
が
傘
鉾
を
回
し
た
り

す
る
演
技
（
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
）
を
見
せ
る
の
は
長
崎
だ

け
で
あ
る
。
作
り
物
と
行
為

に
お
け
る
風
流
の
一
体
化
が

長
崎
の
傘
鉾
の
特
長
で
あ
る
。

一
、
傘
鉾
の
起
源

　

傘
鉾
の
起
源
は
京
都
市
今

宮
神
社
な
ど
で
毎
年
桜
花
の

時
期
に
行
わ
れ
る
「
や
す
ら

い
祭
り
」
と
い
わ
れ
る
。
疫

病
を
流
行
さ
せ
る
疫
神
を
鎮

め
送
る
た
め
に
行
わ
れ
、
平

安
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
。

京
都
今
宮
神
社
や
す
ら
い
祭
り
、

傘
鉾
の
一
行

　

花
を
飾
っ
た
長
柄
の
風
流

現
在
の
傘
鉾

（
新
大
工
町
令
和
七
年
）
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第
四
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

行
商
の
風
景　

〜
江
戸
か
ら
昭
和
ま
で
〜

�

下
妻
み
ど
り

　

貿
易
都
市
と
し
て
開
か
れ

た
長
崎
は
、
ま
と
ま
っ
た
田

畑
も
な
く
、
住
民
の
食
糧
を

自
給
す
る
こ
と
は
で
き
な
か 

っ
た
。
野
菜
や
魚
介
類
は
周

辺
郷
村
部
の
行
商
人
が
売
り

歩
い
て
い
た
よ
う
で
、
江
戸

時
代
後
期
の
地
役
人
野
口
文

龍
に
よ
る
『
長
崎
歳
時
記
』

に
は
、
た
び
た
び
彼
ら
が
登

場
す
る
。
と
り
わ
け
大
晦
日

に
は
、
魚
や
野
菜
、
果
物
な

ど
に
加
え
、
し
め
縄
や
餅
の

台
な
ど
正
月
用
品
の
「
売
声

大
い
に
喧（
か
ま
び
す
）し
」

と
あ
り
、
町
は
い
つ
に
も
増

し
て
賑
わ
っ
た
よ
う
だ
。
こ

の
様
子
は
、
野
口
と
同
時
代

人
の
川
原
慶
賀
に
よ
る
「
歳

行
、
そ
し
て
最
後
に
シ
ャ
ギ

リ
が
続
く
。
一
見
分
か
り
に

く
い
が
シ
ャ
ギ
リ
は
傘
鉾
を

囃
す
も
の
で
、
元
は
風
流
拍

子
物
の
要
素
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。

　

ま
た
長
崎
の
傘
鉾
の
内
部

に
は「
鈴（
り
ん
）」が
吊
下
げ

ら
れ
て
い
る
。
京
都
祇
園
祭

の
山
に
も
鈴
が
吊
下
げ
ら
れ
、

八
代
妙
見
祭
の
傘
鉾
や
博
多

松
囃
子
の
福
神
の
傘
鉾
に
も

見
ら
れ
る
。
鈴
に
つ
い
て
は

「
厄
神
を
鎮
め
送
る
依
代
で

笠
鉾
に
下
げ
ら
れ
た
鈴
は
鎮

魂
の
呪
具
で
あ
っ
た
」（
八
代

市
立
博
物
館『
大
傘
鉾
展
』図

録
・
二
〇
一
七
）と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
く
ん
ち
の
傘
鉾

に
も
町
印
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
依
代
と
し
て
町
を
浄

化
す
る
と
い
う
要
素
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

神
霊
の
依
り
付
く
造
り
物

は
そ
の
度
ご
と
に
新
作
さ
れ
、

終
わ
れ
ば
破
却
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ

が
く
ん
ち
の
傘
鉾
の
風
流
化

に
つ
な
が
っ
た
と
も
い
え
る
。

　

く
ん
ち
の
傘
鉾
の
依
代
に

つ
い
て
の
考
察
は
そ
の
伝
播

と
合
わ
せ
、
今
後
の
課
題
で

あ
る
。

※
印「
諏
訪
祭
礼
図
屏
風
」長
崎
歴

史
文
化
博
物
館
収
蔵

参
考
文
献『
山
・
鉾
・
屋
台
の
祭
り

研
究
辞
典
』思
文
閣
出
版
二
〇
二
一

傘
を
押
し
立
て
、赤
熊（
し
ゃ

ぐ
ま
）を
被
っ
た
者
た
ち
が

鉦
や
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、

舞
い
踊
り
な
が
ら
町
を
練
り

歩
い
て
傘
に
疫
神
を
依
り
つ

か
せ
る
。
疫
神
を
疫
神
社
に

閉
じ
込
め
、
災
厄
か
ら
逃
れ

よ
う
と
し
た
も
の
で
、
傘
鉾

は
神
が
依
り
つ
く
目
印
で
あ 

っ
た
。ま
た
、道
中
で
は
町
の

人
々
が
傘
の
下
に
入
り
、
厄

除
け
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
る
。

　

傘
鉾
と
そ
れ
を
囃
し
踊
る

者
た
ち
の
集
団
は
「
風
流
拍

子
物
（
ふ
り
ゅ
う
は
や
し
も

の
）」と
称
さ
れ
た
。

二
、
京
都
祇
園
祭
の
傘
鉾

　

傘
鉾
な
ど
の
造
り
物
は
次

第
に
豪
華
で
大
型
に
な
っ
て

い
く
。
京
都
祗
園
祭
の
山
鉾

は
傘
鉾
と
そ
れ
を
囃
し
踊
る

者
た
ち
が
一
体
と
な
り
、
車

付
き
の
出
し
物
と
な
っ
た
も

の
で
あ
る
。
現
在
も
疫
神
が

依
り
つ
い
た
鉾
は
巡
行
後
町

に
戻
り
次
第
、
た
だ
ち
に
解

体
さ
れ
蔵
に
納
め
ら
れ
る
。

　

現
在
三
四
基
あ
る
祇
園
祭 

の
山
鉾
の
な
か
で
、「
綾
傘
鉾
」

と「
四
条
傘
鉾
」が
傘
鉾
の
か

た
ち
を
残
し
て
い
る
。
四
条

傘
鉾
の
巡
行
で
は
赤
熊
を
被

り
、
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て

棒
振
り
が
舞
い
踊
り
、
風
流

拍
子
物
の
要
素
を
現
代
に
伝

え
て
い
る
。

　

傘
鉾
が
本
来
持
っ
て
い
た

神
霊
を
送
る
と
い
う
意
味
合

い
は
、
全
国
的
に
も
一
部
の

祭
礼
を
除
い
て
見
え
に
く
く

な
っ
た
り
、
す
で
に
忘
れ
ら

れ
た
り
し
た
祭
り
も
多
い
。

　

県
内
で
は
、
平
戸
市
生
月

町
の
舘
浦
盆
踊
り
の
傘
鉾
は
、

下
を
く
ぐ
る
と
病
気
に
な
ら

な
い
と
い
わ
れ
、
依
代
的
な

要
素
が
認
め
ら
れ
る
。

三
、
く
ん
ち
に
お
け
る
傘
鉾

　

京
都
祇
園
祭
は
一
五
世
紀

に
山
鉾
の
形
態
が
ほ
ぼ
固
定

化
さ
れ
、
戦
国
大
名
に
よ
っ

て
各
地
に
移
入
さ
れ
た
。

　

く
ん
ち
が
始
ま
っ
た
と
さ 

れ
る
の
は
寛
永
一
一
年
（
一

六
三
四
年
）。
江
戸
期
の
長

崎
の
町
は
石
段
が
多
く
、
そ

の
た
め
傘
鉾
は
山
や
鉾
に
姿

を
変
え
る
こ
と
が
な
く
、
一

人
持
ち
の
形
状
を
残
し
た
ま

ま
発
展
し
た
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
元
禄
時
代
の
く

ん
ち
を
描
い
た
と
さ
れ
る
「 

諏
訪
祭
礼
図
屏
風
」
に
は
、

傘
鉾
の
傍
ら
で
笛
や
太
鼓
を

演
奏
す
る
人
々
の
中
に
赤
熊

を
被
り
、
太
鼓
を
持
っ
た
三

人
の
人
物
が
描
か
れ
て
い
る

の
が
確
認
で
き
る
。
他
都
市

の
風
流
拍
子
物
の
例
で
は
、

太
鼓
を
持
つ
人
が
こ
の
囃
子

方
グ
ル
ー
プ
の
リ
ー
ダ
ー
で

あ
る
例
が
多
い
と
い
う
。

く
ん
ち
で
の
風
流
拍
子
物
※

　

絵
画
の
描
写
に
関
し
て
真

偽
の
判
断
は
難
し
い
が
、
長

崎
で
も
風
流
拍
子
物
が
行
わ 

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

風
流
拍
子
物
は「
囃
す
も
の
」

と「
囃
さ
れ
る
も
の
」で
成
り

立
つ
が
、
長
崎
で
は
そ
れ
が

傘
鉾
と
シ
ャ
ギ
リ
の
関
係
と

い
え
る
。

　

く
ん
ち
で
は
傘
鉾
は
各
踊

町
の
行
列
の
先
頭
を
行
き
、

そ
れ
に
続
い
て
出
し
物
の
一

四
条
傘
鉾
と
棒
振
り
囃
子

川原慶賀筆「歳市・行商」
ライデン世界博物館所蔵
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市
・
行
商
」と
重
な
る
部
分

も
多
く
、
文
と
絵
を
あ
わ
せ

て
見
れ
ば
、
当
時
の
生
活
が

生
き
生
き
と
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
。

　
『
長
崎
歳
時
記
』に
は
、
正

月
二
日
の
ナ
マ
コ
、
正
月
七

日
の
七
草
、
四
月
七
日
の
花 

祭
り
の
飾
り
用
の
ツ
ツ
ジ
、

六
月
末
の
夏
越
団
子
、
一
二

月
一
日
の
川
渡
り
の
餅
と
い 

っ
た
、
季
節
の
縁
起
物
の
商

い
に
つ
い
て
の
記
述
も
見
ら

れ
る
。
正
月
二
日
の
ナ
マ
コ

売
り
は
「
小
商
人
と
も
は
商

ひ
初
め
と
て
大
人
小
児
に
か

ぎ
ら
ず
暁
に
か
け
て
海
鼠
を

売
り
あ
り
く
」と
し
て
、普
段

は
野
菜
や
日
用
品
な
ど
を
扱

う
行
商
人
も
、
こ
の
朝
だ
け

は
全
員
が
ナ
マ
コ
を
売
っ
た

よ
う
だ
。
ナ
マ
コ
は
「
此
朝

の
鱠（
な
ま
す
）に
加
ふ
」と

あ
り
、
食
文
化
の
一
端
も
う

か
が
え
る
。

　

明
治
に
入
っ
て
も
食
糧
供

給
事
情
は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
な

か
っ
た
の
か
、
明
治
三
七
年

（
一
九
〇
四
）生
ま
れ
の
作
家 

佐
多
稲
子『
私
の
長
崎
地
図
』 

に
は
「
魚
の
籠
を
か
つ
い
だ

お
ば
さ
ん
が
毎
朝
売
り
に
来

る
」
と
あ
る
。
明
治
生
ま
れ

の
人
々
の
話
を
多
く
収
録
し

た『
長
崎
手
帖
』や
、
大
正
元

年（
一
九
一
二
）生
ま
れ
の 

永
島
正
一『
続
・
長
崎
も
の
し

り
手
帳
』
に
は
、
様
々
な
行

商
人
や
そ
れ
ぞ
れ
の
「
フ
レ

声
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い

る
。
中
で
も「
椎
の
実
売
り
」

の
幼
い
兄
弟
の
姿
は
、
前
記

の
ほ
か
に
も
複
数
人
が
記
し

て
お
り
、寒
空
に
響
く「
あ
っ

た
か
し
い
や
ー
い
」の
声
と

と
も
に
、
当
時
の
人
々
に
強

い
印
象
を
残
し
た
よ
う
だ
。

小
島
の
道
を
ゆ
く
茂
木
の
行
商
人
　

撮
影
・
真
木
満

『
長
崎
手
帖
』
一
五
号

　
「
売
り
手
」の
多
く
は
、
西

山
、
茂
木
、
浦
上
な
ど
近
郊 

の「
生
産
者
」で
、
浦
上
の
人

々
の
中
に
は
、
潜
伏
キ
リ
シ

タ
ン
や
そ
の
子
孫
も
い
た
。

日
々
の
売
り
上
げ
は
、
時
に

浦
上
天
主
堂
の
レ
ン
ガ
と
な

り
、
浦
上
四
番
崩
れ
の
歴
史

を
語
り
継
ぐ
寄
り
合
い
の
お

菓
子
と
な
っ
た
。

　

食
糧
や
日
用
品
の
売
り
買

い
は
、
歴
史
の
表
舞
台
に
こ

そ
現
れ
な
い
が
、
生
活
の
根

底
に
あ
っ
て
時
代
を
映
し
、

ひ
い
て
は
歴
史
の
土
台
を
支

え
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

第
五
回
長
崎
学
公
開
講
座

第
二
部
発
表
要
旨

ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
で

　

た
ど
る
長
崎
の
教
会

�

福
沢
　
道
夫

一
、
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン

　

ス
ペ
イ
ン
の
貿
易
商
と
さ 

れ
る
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
は
、

一
五
九
四
年
に
ス
ペ
イ
ン
の

植
民
地
で
あ
っ
た
フ
ィ
リ
ピ

ン
の
マ
ニ
ラ
か
ら
日
本
に
移

住
し
、
一
六
一
九
年
ま
で
長 

崎
に
居
住
し
た
と
考
え
ら
れ 

る
。
そ
の
間
、
交
友
の
あ
っ 

た
宣
教
師
か
ら
の
伝
聞
や
自

身
の
体
験
を
も
と
に
、
当
時 

の
日
本
の
状
況
や
歴
史
を
伝 

え
る
見
聞
記『
日
本
王
国
記
』 

を
著
し
た
。
こ
れ
は
カ
ト
リ 

ッ
ク
の
宣
教
師
で
は
な
い
一

般
人
が
記
し
た
数
少
な
い
記

録
で
あ
る
。
原
本
は
残
っ
て

い
な
い
が
、
そ
の
写
本
が
残 

っ
て
お
り
、
一
八
八
三
年
に

初
め
て
ス
ペ
イ
ン
で
第
一
五

章
ま
で
が
出
版
さ
れ
た
。
日

本
で
は
一
九
六
五
年
に
『
大

航
海
時
代
叢
書
』（
岩
波
書
店
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。

二
、
布
教
期
の
教
会
の
記
録

　

布
教
期
の
長
崎
の
教
会
を

記
す
国
内
の
資
料
は
、
禁
教

令
の
影
響
か
ら
極
め
て
少
な

い
。
初
出
と
考

え
ら
れ
る
の
は 

『
長
崎
縁
起
略
』

で
、
一
一
の
教

会
を
挙
げ
て
い

る
。
禁
教
後
一 

〇
〇
年
ほ
ど
経

て
お
り
、
教
会

名
も
所
在
地
も

そ
の
多
く
が
曖
昧
に
な
っ
て

い
た
。
そ
の
後
に
記
さ
れ
た

地
誌
類
は
、
内
容
に
若
干
の

差
異
こ
そ
あ
る
が
、
こ
れ
を

底
本
と
し
て
い
る
。

　

昭
和
以
降
、
古
賀
十
二
郎 

は『
長
崎
志
正
編
附
考
』（
一 

九
二
八
）
に
、
デ
ィ
エ
ゴ
・

パ
チ
ェ
コ
は「
長
崎
の
教
会
」 

『
長
崎
談
叢
』第
五
十
八
輯
（

一
九
七
五
）に
、片
岡
弥
吉
は 

『
日
本
キ
リ
シ
タ
ン
殉
教
史
』

（
一
九
七
九
）で
、
同
様
に
一 

一
の
長
崎
の
教
会
を
論
じ
て

い
る
。
海
外
の
宣
教
師
の
記 

録
が
公
開
さ
れ
る
に
つ
れ
、

教
会
名
や
所
在
地
が
明
ら
か

に
な
っ
て
き
た
が
、
サ
ン
・

ペ
ド
ロ
教
会
の
み
所
在
地
が

不
明
で
、
地
誌
に
あ
る
今
町

（
現
金
屋
町
付
近
）が
通
説

に
な
っ
て
い
る
。

三
、『
日
本
王
国
記
』の
再
評
価

　

第
一
八
章
第
四
節
に
慶
長

一
九
年（
一
六
一
四
）の
禁
教

令
に
対
し
て
、
長
崎
の
キ
リ

シ
タ
ン
が
抗
議
活
動
と
し
て

行
っ
た
そ
の
年
五
月
の
聖
行

列
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

特
に
二
〇
日
の
聖
行
列
は
、

当
人
が
参
加
し
た
と
考
え
ら

れ
る
ほ
ど
、
歩
い
た
道
筋
が

克
明
に
記
さ
れ
て
お
り
、
分

知
町
に
入
り
外
浦
町
に
抜
け

る
地
に
、
サ
ン
・
ペ
ド
ロ
教

会
と
そ
の
広
場
が
あ
る
と
し

て
い
る
。（
図
の
〇
印
付
近
）

　

こ
れ
ま
で
、
宗
教
者
で
は 

な
い
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ
ン
が
記

し
た『
日
本
王
国
記
』の
評 

価
は
低
か
っ
た
が
、
そ
の
内 

容
を
根
拠
に
山
崎
信
二
は
『 

長
崎
キ
リ
シ
タ
ン
史
・
附
考

キ
リ
ス
ト
教
会
の
瓦
』（
二
〇 

一
五
）で
、
サ
ン
・
ペ
ド
ロ

教
会
の
地
は
分
知
町
辺
り
と

推
論
し
た
。

　

今
町
と
し
た
長
崎
の
地
誌

類
は
、
教
会
の
記
憶
が
薄
れ

た
頃
の
伝
承
で
書
か
れ
て
い

る
。
一
方
、
ア
ビ
ラ
・
ヒ
ロ

ン
は
、
自
身
が
見
聞
し
た
事

を
記
し
て
お
り
、
内
容
の
信

憑
性
は
高
い
と
考
え
る
。 寛永長崎港図（部分）
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